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粒径 小さい 大きい 大きい 小さい














































































































































































































































































































































































Ԙ3ὐ ԙ2ὐ Ԛ1ὐ ԛ0ὐ Ԝή࿁╵
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
（１）事前に比べて事後では天気予報の閲覧回数には
大きな変化はないものの、生徒一人一人が天気
予報の内容により注目するようになり、気象に
関する情報への興味・関心が高まった。
（２）雲ができるためには水蒸気が必要不可欠である
ということを強く意識させることができた。
（３）水蒸気が凝結することでできた雲粒が凝結成長
することで大きくなり、それによって雨粒と
なって地上に降るという過程を意識させること
ができた。
（４）雲粒が凝結成長することにより大気中から「水」
が除去される過程を目で確認することで、水の
循環についての理解が深まった。
（５）目には見えない凝結核の存在や役割についてと
ても強く意識させることができた。
（６）実際の雲の発生の条件となる上昇に伴う空気隗
の気温低下を再現することができないため、気
温低下や温度差について意識が低下してしまっ
た。
（７）事前調査を行ってから事後調査を行うまでの期
間が短かったため、長期間経った後の生徒の理
解や興味・関心への影響については今後明らか
にすべき課題であると考えられる。
　以上の結果から、シャボン玉実験を行うことで雲粒
の凝結成長により大気中から「水」が除去される過程
（わかやま　りさ）
を観察することができ、水の循環の一部である雲粒の
発生から雨粒となって地上に降るまでの過程の生徒の
理解を深められることがわかった。しかし、欠点とし
て、気温の低下と雲粒の形成の関連を示すことができ
ないことが挙げられ、シャボン玉実験とは別の方法で
気温低下と雲粒の形成について示す必要がある。
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